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ス差異（S.M.V.) クス差異 クス差異 クス差異 クス差異
セー ルス・ポリュー セールス・ボ セールス・ボ セールス・ボ ファイナル・セー ル
ム差異（S.V. V.) リューム差異 リューム差異 リューム差異 ス・ボリュー ム差異
ディーキン チャット シリングロー ハートレイ及び ドルアリー
フィールド へイター
セールス・アク セールス・クォ セールス・ボ セール入・ボ
ティビティ差異 ンティティ差異 リューム差異 リューム差異
セールス・ミッ セールス・ミッ セールス・ミッ セールス・ミッ セールス・ミッ
クス差異 クス差異 クス差異 クス差異 クス差異
セールス・クォ セールス・クォ セールス・ボ セールス・クォ
ンティティ差異 ンティティ差異 リューム差異 ンティティ差異
(4) D. T. Decoster & E. L. Schafer, Management Accounting: A Decision 
Emphasis (N. Y.: John Wiley & Sons, Inc., 3rd ed., 1982), N. Dopuch, J. G. 
Birnberg & J. S. Demski, Cost Accounting : Accounting Dαtα for 
Management's Decisions (N. Y. : Harcourt Brace Jovanovich, Inc., 3rd ed., 
1982), R. H. Garrison, Manα：gerial Accounting: ConcepぉforPlanning Control 
Decision Making (Texas : Business Publications, Inc., 4th ed., 1985) W. J. 
Morce, J. R. Davis & A. L. Hartgraves, Management Accounting (Massach・
usetts: Addison-Wesley Publishing Co., 1984), G. F. Dominiak & J. G. 
Louderback il, Managerial Accounting (Boston : Kent Publishing Co., 4th 
ed., 1985), C. T. Norgaard, Management Accounting (N. J. : Prentice Hall, Inc., 
1985), L. G. Rayburn, Principles of Cost Accounting: Manageri，αl Applfoαtions 
(Illinois : Richard D. Irwin, Inc., Rev. ed., 1983), S. Davidson, M. W. Maher, 
C. P. Stickney & R. L. Weil, Managerial Accounting: An Introduction to 
Concepts, Methods, and Uses (Chicago : The Dryden Press Holt-Sounders 






















(5) C. L. Moore & R. K. Jaedicke, Managerial Accounting (Cincinnati : South 
-Western Publishing Co., 1963), pp. 428-432., C. L. Moore, R. K. Jaedicke & 
L. K. Anderson・, Managerial Accounting (Cinicinnati : South-Western Pub-
lishing Co., 6 th ed., 1984) 
(6) C. T. Horngren, Cost Accounting; A Managerial Emphasis (N. J.: Prentice 
一Hall,Inc., 4th ed., 197), P. 837.なお用語はホーングレンの用語をそのまま引
用したため，当論文の用語を括弧内に示した。




製 7τ土E~ 上 r＂司コ 変 動 費 限界利益
口口口 数量 単価 合計 単価 合計 単価 合計
A 50 1万円 50万円 0.7万円 35万円 0.3万円 15万円
B 30 0.5 15 0.3 0.2 6 
c 20 0.2 4 0.1 2 0.1 
合計 100 0.69万円 69万円 0.46万円 46万円 0.23万円 23万円
表2 数量調整予算
製 7垂Eコr 上 主『司主 変 動 費 限界利益
口r:J口 数量 単価 合計 単価 ~三u十I 単価 ムi:r、 三ロ↓I 
A 40 l万円 40万円 0.7万円 28万円 0.3万円 12万円
B 30 0.5 15 0.3 9 0.2 6 
c 40 0.2 8 0.1 4 0.1 4 
合計 10 0.57万円 63万円 0.37万円 41万円 0.20万円 2万円
表3実績
製 ft 上 1司~ 変 動 費 限界利益
口口口 数量 単価 合計 単価 合計 単価 合計
A 40 1.1万円 4万円 0.76万円 30.4万円 0.34万円 13.6万円
B 30 0.6 18 0.37 11.1 0.23 6.9 
c 40 0.14 5.6 0.13 5.2 0.01 0.4 
合計 110 0.61万円 67.6万円 0.42万円 46.7万円 0.19万円 20.9万円
S.P. V. 








B・ ・H ・（30-30）×0.2万円＝ 0 







S. V. V. = （実際販売量一予算販売量）×予算加重平均単位限界利益
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s. v. v. = （実際販売量一予算販売量）×予算加重平均単位利益
そして次に，総合単位利益差異はS.M.V.と製品別単位利益差異を合計した
ものであるとして， S.M.V.の算式を示す。
／製品別 実際総販売量における予算セー＼S.M.V.＝（一）＼実際販売量 ルスミックスでの製品別販売量ノ ω 
×予算単位（限界）利益
また，製品別の S.V.V.算定のために，次の公式を示す。
／実際総販売量における予算セー 製品別＼S.V.V.＝（ー）＼ ミックスでの製品別販売量 予算販売量ノ
×予算単位（限界）利益
ここで各々の公式に，前記例題の数値をあてはめると以下のようになる。
総合単位利益差異＝ (0.19万円－ 0.23万円）× 110=-4.4万円
総合S.V. V. = (110 -100）× 0.23万円＝2.3万円
S.M.V. 
／、 50¥ A…（ 40-110×一一）×0.3万円＝－4.5万円¥ 100ノ
Accounting (Illinois : Richard D Irwin, Inc., 4th ed., 1985), pp. 745-748. J. 










( 30 ¥ B…（ 30-110×ー 一一）×0.2万円＝－0.6万円¥ 100ノ
( 20 ¥ C…（ 40-110×一一）×0.1万円＝ 1.8万円¥ 100ノ
-3.3万円
S.V.V. 
( 50 ¥ A…（ 110×一一ー －50）×0.3万円＝1.5万円¥ 100 ノ
( 30 ¥ B…（ 110×一一－30）×0.2万円＝0.6万円¥ 100 ノ
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S. M. V. = (0.2万円一0.23万円）×110=-3.3万円
この式は，予算どおりのセールスミックスで販売したなら平均単位利益は
0.23万円となり，それ故に0.23万円× 110= 25.3万円得られたにも関わらず，











































(21) G. Shillinglaw, Managerial Cost Accounting (Illinois : Richard D Irwin, 










予 算実 際単位当り 総 客員 セールスミックス セールスミックス
売上高 0.69万円 69万円 75.9万円 63万円
変動費 0.46万円 46万円 50.6万円 41万円













予算における 実際販売量・実際セールス× 売上高限界利益率 ミックスでの予算売上高
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r L; (Qib×Mib) 1 
S. M. V; = (Qia -Qib）×~ Mib- ~ l L:;Qib J 
L:;(Qib×Mib) 
S. V. V;= (Qia -Qib）× L:;Qib 
(2) アンソニー
S. M. V;= (Qia-Sib ×L:;Qia）×Mib 
S. V. V;= (Sib×L:;Qia-Qib）×Mib 
(3) チャットフィールド
側 R.V. Hartley, Cost and Managerial Accounting (Boston : Allyn and Bacon, 
Inc., 1983), pp. 674-679. 
(29) C. Drury, Management and Cost Accounting (U. K.: Van Nostrand Rei-
nhold, 1985), pp. 419 -421. 
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r I;(Qia×Mib) I; (Qib×Mib) 1 
S.M. V. ＝~一｝×I;Qial I;Qia I;Qib J 
I; (Qib×Mib) 
S. V. V. = (Qia -Qib）× 
(3) 変形チャットフィールド
r I; (Qib×Mib) 1 ハS. M. V;= {Mib- } Q a 




S. M. V. =I; (Qia×Mib) － I;Qia エQib
I; (Qib×Mib) 




S. M. V. =I; (Qia×Mib) － I; (Qia×Rib) エ（Qib×Rib)
- I;(Qib×Mib) s. v. v. - ~「／ーし e h 目、×I;(Qia×Rib) -I; (Qib×Mib) 
(5) チュマチェンコ
売上高基準（製品別）
f Mib I; (Qib×Mib) 1 
S.M. Vi= ｛一一一一 ｝ l Rib I; (Qib×Rib) J 
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r I; (Qia×Rib) 1 ×~ Qia×Rib-Qib×Rib×｝l I; (Qib×Rib) J 
販売量基準
r I; CQib×Mib) 1 








ホーン ｜アンソニー 変形 シリングロー チュマチェンコ
＆ チャット 販売量 売上高 売上高 販売量
グレン ウェJレシュ フィールド 基準 基準 基準 基準
-0.7 -4.5 2.8 ／ ／ 0.19 -1.05 M. B 。 -0.6 -0.9 0.09 0.09 
v. c -2.6 1.8 
S.M.V.計 -3.3 -3.3 
-2.3 1.5 
V. B 。 0.6 
v. c 4.6 0.2 
s. v.v.計 2.3 2.3 I 














r L; (Qib×Mib) 1 S. M. V;= { Mib- ｝×（Qia-Qib) （ホー ングレン）L L:;Qib J 
r L; (Qib×Mib) 1 
S. M. V;= { Mib- ｝×Qia （変形チャットフィールド）L L:;Qib J 
r L; (Qib×Mib) 1 
S.M.V；ニ｛Mib- ~×（Qia-Sib × L:;Qia) L L:;Qib J 
S.M. V;=Mib×（Qia-Sib ×L:;Qia) 
L:;(Qib×Mib) 
S. V. V;= (Qia-Qib）× 






















































S. V. Vi= (Qia -Qib）× :E(Qib×Mib) 














s. M. ・v. A = C75 -150×50%）× 0.3万円＝ O
s. M. v. B = (45 -150×30%）× 0.2万円＝ O








S. M. V. A = (50 -140×50%）× 0.3万円＝－ 6万円
S. M. V. B = (40 -140×30%）× 0.2万円＝－ 0.4万円
S. M. V. c = (50 -140×20%）× 0.1万円＝2.2万円
以上の例のBを見ると，いずれも販売増加量が数値に反映されていないこと
がわかるO すなわち前者の例は，すべての製品が同じ割合で増加したために，


























した数値ということになる（すなわち， I:Qia> I:Qibならば全製品共， S.V.V;













































r Mib ~ (Qib×Mib) l 
S. M. Vi= (Qia×Rib-Qib×Rib) ×｛一一一 ｝ 
l Rib ~（Qib × Rib) J 
~（Qib × Mib) 
S. V. Vi= (Qia×Rib-Qib×Rib）× エ（Qib×Rib)
(2)' アンソニー（売上高基準）
r ~（Qia × Rib) l Mib 
S. M. Vi＝~ Qia×Rib-Qib×Rib× ｝×一一一l ~（Qib × Rib) J Rib 
r ~（Qia × Rib) l Mib 
S. V. Vi= {Qib×Rib× -Qib×Rib｝×一一一












































上式に比べてモチベーションの度合は低いが， Mibの高い製品の販売が奨励される_ r Mib I: (Qib×Mib) 1 Mぬ
こととなる。売上高基準式Lっし、ては，｛一一一 河 ｝，或いは一一






























こなかったが，次の 2 つの点を指摘して結びとした~＇o その 1 つは，企業経営
においては，最低限の利益額の確保は不可欠であるが，利益率のみを目標とし
ていると，その確保が不可能となる場合があるO そのため，売上高基準による
-105-
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場合は，それにより獲得できる利益額も，絶えず考慮しなければならないとい
う点である。また他の1つは，現在最適セールスミックスの決定のために， L.
P.が広く使われているが，その際利益の最大化が目標値とされ，販売量単位で
解が決定されるのが普通である。従って，販売量基準式による場合はこれと容
易に結びつくが，売上高基準式の場合はそれが困難となる点であるO それ故に
売上高基準式を適用する場合は，解決すべき問題が多い。
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